
 

 

令和２年５月１２日 

四国電力送配電株式会社 

 

太陽光発電の普及拡大に伴う大型連休期間中の需給への影響について（速報） 
 

今年の大型連休期間中（4/25～5/10）、前半は概ね晴れましたが、後半は前線や低気圧の

影響で曇りや雨となる日がありました。太陽光発電出力の電力需要に占める割合は、５月

５日１１時～１２時に期間最大の８８％、太陽光発電出力は２０４万ｋＷ※となりました。

厳しい需給状況となりましたが、火力電源等の負荷調整、揚水発電所の揚水運転、および

連系線の活用により、需給バランスの維持を図り、電力の安定供給を確保しました。 
※太陽光発電の最大出力は５月７日１２時～１３時に２１０万ｋＷを記録。 

１．四国エリア需要に対する太陽光発電比率および発電出力の推移（速報） 
 
 (％)                                  (万ｋＷ) 

 

２．四国エリア需要に対する太陽光発電比率最大日の需給バランス 

                                 (エリア送電端、万ｋＷ) 

 

令和２年５月５日(速報) 
〔参考〕前年度 

令和元年５月５日 

１１時～１２時 

（太陽光比率最大） 

４時～５時 

（参考：需要最大） 

１２時～１３時 

（太陽光比率最大） 

エリア需要 ２３２ ２４９ ２１３ 

供
給
力 

太 陽 光 （８８％） ２０４ ０ （８８％） １８７ 

風   力 ０ ５ ３ 

火   力 １４３ １７２ １０９ 

水   力 ２０ ５４ １６ 

原 子 力 ０ ０ ８８ 

揚水発電 ▲６０ ０ ▲５９ 

連系線活用 ▲７５ １８ ▲１３１ 

以 上 
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（注）（ ）内はエリア需要に対する割合を示す。 

発電比率 最大（11～12時） 

発電出力 最大（12～13時） 


